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▼防災情報やイベント情報など、
　町からの行政情報をメールで
　受け取ることができます。

登録はこちらから！

１（金）
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３（日）
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８（金）
９（土）
10（日）
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12（火）

13（水）

14（木）
15（金）
16（土）
17（日）
18（月）
19（火）
20（水）
21（木）
22（金）
23（土）
24（日）
25（月）
26（火）
27（水）
28（木）
29（金）
30（土）
31（日）

春の一斉清掃～ 15日

不法投棄パトロール

肺がん検診地区回り

1歳6か月健診

女性ドック健診

すこやか相談

肺がん検診地区回り

肺がん検診地区回り

Ｊアラート一斉情報伝達試験

女性ドック健診

心の健康相談

すこやか相談

男性ドック健診・特定健診

マタニティ教室

５月行事予定表
■　も　く　じ　■　C o n t e n t s

◆鈴木町長退任
　副町長・代表監査委員退職辞令交付
◆金山町長就任のあいさつ
◆民生委員・児童委員の紹介
　新庄金山道路の開通見通し
◆町政NEWS
◆まちのわだい
　山の神勧進
　金山中学校入学式
　新しいゴミ収集車をお披露目
　きつねのボタン手作りマスク贈呈
　栄運輸の社員がごみ拾い
　大堰鯉の放流
　マスクの寄附
　花を飾ろう！花を贈ろう！
◆最上広域市町村圏事務組合2020年度予算
◆ほっとクリニック vol.135
◆お知らせ掲示板
◆図書室だより・ぶんげいほか
◆集落創生（羽場地区）

P３

P４
P６

P９
P10

P12
P14
P16
P18
P20

　町内小学校の入学式が４月
24日に行われました。今年度
小学校に入学する１年生は金
山小24名、明安小６名、有屋
小１名の計31名です。新型コ
ロナウイルスの影響で入学式
の規模が縮小された中での開
催でしたが、１年生の元気な返
事が体育館に響きました。顔写
真撮影では緊張しながらもに
っこり笑顔を見せてくれまし
た。31人の仲間と一緒に大き
く健やかに成長してください。

＝今月の表紙＝
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【町立金山診療所　診療予定】
○疼 ▶ 疼痛外来　○小 ▶ 小児科外来　○夕 ▶ 夕診

○小

○疼
○小

○夕

○小

○疼
○小
○夕
○小

○疼
○小
○夕
○小

鈴木洋町長 ３期 12年間
本当にありがとうございました

会田稔夫副町長・松坂忠良代表監査委員に辞令交付

　

令
和
２
年
４
月
26
日
、
任
期
満
了
を
も
っ
て
、
鈴
木
洋
町
長
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
４
月
27
日
か
ら
令
和
２
年
４
月
26

日
ま
で
、
３
期
12
年
の
間
、
鈴
木
町
長
に
は
町
の
発
展
の
た
め
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
に
は
、
当
時
の
皇
太
子
殿
下
を
迎
え
て
、
第
38
回
全

国
育
樹
祭
が
有
屋
地
区
、
遊
学
の
森
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
金
山

町
の
美
し
い
自
然
と
、
綺
麗
な
町
並
み
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

場
と
な
り
、
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
北
中
央
自
動

車
道
の
事
業
化
、「
泉
田
道
路
」「
新
庄
金
山
道
路
」「
横
堀
道
路
」

「
真
室
川
雄
勝
道
路
」
な
ど
、
山
形
県
境
全
線
の
交
通
の
発
展
に

献
身
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
国
内
に
お
い
て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
町

内
経
済
の
下
振
れ
が
み
ら
れ
、
事
業
者
も
町
民
も
不
安
を
抱
い
て

い
る
こ
と
か
ら
町
内
経
済
を
緊
急
に
応
援
す
る
た
め
「
金
山
町
緊

急
地
域
経
済
応
援
商
品
券
発
行
事
業
」
の
実
施
を
決
定
さ
れ
、
最

後
ま
で
奮
励
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鈴
木
町
長
に
は
、
町
民
を
想
い
寄
り
添
う
「
町
民
全
体
の
奉
仕

者
」
と
し
て
町
政
の
舵
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
月
24
日

に
は
町
職
員
に
「
新
し
い
町
長
と
と
も
に
、
町
の
発
展
、
行
政
の

継
続
と
安
定
・
普
遍
性
を
求
め
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
健
康
に

気
を
つ
け
て
家
族
・
家
庭
を
大
切
に
し
、
他
の
方
々
の
こ
と
に
も

た
く
さ
ん
の
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
の
で
き
る
職
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

職
員
時
代
36
年
、
町
長
職
と
し
て
12
年
間
、
長
い
間
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
、退
職
願
を
う
け
、

会
田
稔
夫
副
町
長
と
松
坂
忠
良

代
表
監
査
委
員
に
４
月
26
日
付

で
退
職
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
田
副
町
長
は
、
平
成
30
年

に
副
町
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成

12
年
か
ら
平
成
15
年
の
助
役
の

３
年
間
と
あ
わ
せ
て
５
年
間
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

松
坂
代
表
監
査
員
は
、
平
成

20
年
７
月
か
ら
11
年
９
ヵ
月

間
、
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執

行
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
監
査
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
に
は

厳
し
い
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
町
の
財
政
の
健
全
化
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
新

町
長
の
も
と
、
更
な
る
発
展
の

た
め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
長
い
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ひ
ろ
し

と
し

お

た
だ
よ
し

※行事の変更等は、行政放送、情報メール、ホームページ等で
　お知らせします。



　
こ
の
た
び
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
支

援
に
よ
り
ま
し
て
、
令
和
２
年
４
月

27
日
か
ら
鈴
木
洋
前
町
長
の
後
を
受

け
、
町
長
の
職
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
佐
藤
英
司
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
先
人
の
方
々
が

築
い
て
こ
ら
れ
た
「
街
並
み
景
観

１
０
０
年
運
動
」
を
は
じ
め
と
す
る

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
「
家
族
的
で
結
び
つ
き
が
強
い
町

民
性
」
を
有
す
る
こ
の
「
金
山
町
」

に
自
信
と
誇
り
、
そ
し
て
強
い
愛
着

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
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し
か
し
な
が
ら
、
時
代
の
流
れ
と

と
も
に
、
町
の
課
題
も
変
化
し
、
複

雑
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
町
づ
く

り
に
お
い
て
も
多
少
の
ひ
ず
み
や
淀

ん
だ
空
気
感
が
漂
っ
て
い
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
、

私
が
こ
れ
ま
で
の
役
場
職
員
と
し
て

の
経
験
と
直
近
の
商
工
会
職
員
と
し

て
の
経
験
を
も
と
に
、
町
民
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
横
た
わ
る
諸
課
題
に
正
面

か
ら
対
峙
し
、
そ
の
解
決
に
踏
み
出

し
、
町
の
更
な
る
磨
き
あ
げ
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
世

界
中
で
大
規
模
で
深
刻
な
問
題
と
し

て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
」
が
急
浮
上
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
感
染
が
新
庄
最
上
管
内
の
隣
接

地
域
ま
で
迫
り
、
当
町
内
に
も
及
ぶ

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
町
民
皆
さ
ん

の
安
全
に
関
わ
る
問
題
で
す
の
で
、

最
優
先
に
、
町
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
時
点

で
は
町
内
か
ら
の
感
染
者
が
出
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
あ
っ
て
も
、

学
校
、
会
社
、
飲
食
・
宿
泊
施
設
、

福
祉
施
設
関
係
な
ど
多
方
面
で
、
大

小
の
影
響
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
も

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国

や
県
の
対
応
と
連
携
し
て
、
で
き
う

る
最
大
限
の
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。
例
年
開
催
し
て
い
る
催
し
も

す
で
に
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と

が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
開
催
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
今

後
判
断
し
て
い
く
べ
き
こ
と
も
出
て

ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
異
常
な
事
態
を
無
事
に
乗
り

越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
の

と
こ
ろ
、
い
つ
ご
ろ
終
息
す
る
の
か

な
ど
ま
っ
た
く
見
通
せ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
必
ず
終
息
す
る
は
ず

で
す
。
そ
れ
ま
で
、
町
民
の
結
束
力

で
声
が
け
や
お
互
い
様
精
神
を
発
揮

し
て
、
町
全
体
で
乗
り
切
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
私
は
町
づ
く
り
の
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
「
対
話
を
重
視
し
て
、
公
平
で
誠

実
な
町
づ
く
り
、
そ
し
て
オ
ー
プ
ン

で
ク
リ
ー
ン
な
町
づ
く
り
」
を
心
に

刻
ん
で
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。そ
の
第
一
歩
と
し
て
、

こ
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
拡
大
対
策
」
に
お
き
ま
し
て
、
誠

心
誠
意
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
温
か

な
ご
指
導
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願

い
し
ま
し
て
、
就
任
に
あ
た
り
ま
し

て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

金
山
町
長
　
佐
藤
　
英
司

さ
と
う

え
い
じ

す
「
住
ん
で
良
し
、
訪
ね
て
良
し
の
町
」
を
目
指
し
て

よ

た
ず

よ

諸
課
題
と
と
も
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
」
に
全
力
で
取
組
み
ま
す

「対話を重視して、公平で誠実な町づくり
　　　　　オープンでクリーンな町づくり」を 一歩ずつ着実に進めてまいります



（R２ ： 調査設計、用地補償、
　　　　支障物移転、改良・橋梁
　　　　工事、トンネル工事着手）
※令和７年度開通予定

（R２ ： 調査設計、用地補償、
　　　　支障物移転、改良工事）

（R２ ： 調査設計、支障物移転、
　　　　改良・橋梁工事）
※令和４年度開通予定

（R２ ： 調査設計、用地補償、
　　　　支障物移転、改良工事）
※令和７年度開通予定

（R２ ： 調査設計、用地補償着手）

金山町

▼
開
通
見
通
し

　
か
ね
て
よ
り
国
へ
要
望
し
て
き
た
東
北
中

央
自
動
車
道
の
開
通
見
通
し
が
、
国
土
交
通

省
東
北
地
方
整
備
局
よ
り
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
４
年
度
に
「
泉
田
道
路
」
が
、
令

和
７
年
度
に
「
新
庄
金
山
道
路
」
と
「
横
堀

道
路
」
が
開
通
す
る
予
定
で
す
。

▼
進
捗
状
況

　
「
新
庄
金
山
道
路
」
は
道
路
・
構
造
物
設

計
、
用
地
補
償
、
改
良
工
事
が
進
ん
で
い
ま

す
。令
和
２
年
度
の
国
の
予
算
は
24
億
円
で
、

調
査
設
計
、
用
地
補
償
、
支
障
物
移
転
、
改

良
工
事
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
「
金
山
道
路
」
は
道
路
・
構
造
物
設
計
、

用
地
調
査
が
進
ん
で
い
ま
す
。
令
和
２
年
度

の
国
の
予
算
は
３
億
円
で
、
調
査
設
計
、
用

地
補
償
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
交
通
機
能
の
確
保
の

み
な
ら
ず
、
観
光
や
産
業
の
振
興
、
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
地
域
活
性
化
に
大
き
く

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
と

も
、
事
業
区
間
の
早
期
完
成
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
た
し
ま

す
。

　
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
に
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
呼
ば
れ
る
方
々

が
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住

民
の
立
場
か
ら
生
活
や
福
祉
全
般
に

関
す
る
相
談
・
援
助
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
創
設

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
制
度
で

す
。

　
生
活
や
価
値
観
の
多
様
化
と
と
も

に
、
地
域
社
会
の
繋
が
り
が
希
薄
と
な

っ
て
い
る
今
日
、
子
育
て
や
介
護
の
悩

み
を
抱
え
る
人
や
障
が
い
の
あ
る
方
、

高
齢
者
な
ど
が
孤
立
し
必
要
な
支
援
を

受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
身

近
な
相
談
相
手
と
な
り
、
適
切
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援

し
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
行

政
と
地
域
の
『
つ
な
ぎ
役
』
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

【
金
山
町
民
生
委
員・児
童
委
員
の
活
動
】

・
地
域
の
見
守
り
活
動

・
相
談
業
務　
・
定
例
会

・
各
学
校
訪
問
・
健
康
長
寿
の
集
い

・
合
同
研
修
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民生委員・児童委員を紹介します

　わたしたちが金山町の民生委員・児童委員です。お気軽にご相談ください。

矢口　勝
（稲沢・宮）

まさる

柿崎　彰
（下中田・杉沢）

あきら

柴田　純一
（十日町）

じゅんいち

三上　重光
（下向・柳原・入有屋）

じゅうこう

加藤　勝昭
（安沢・片貝）

かつあき

柿崎　修
（内町・魚清水）

おさむ

星川　美紀子
（羽場）

み き こ

小野　勇一
（山崎・上台）

ゆういち

柴田　修一
（七日町）

しゅういち

栗田　一直
（七日町）

かずなお

三浦　次男
（漆野・春木・小蝉）

つぎ お

須藤　博子
（田茂沢・蒲沢）

ひろ こ

早坂　智恵子
（三枝・荒屋）

ち え こ

栗田　正一
（上中田・外沢）

しょういち

正野　賢一
（下野明・楢台）

けんいち

岸　弘子
主任児童委員（全町）

ひろ こ

髙橋　明彦
主任児童委員（全町）

あきひこ

髙橋　ひとみ
（谷口・飛森）

松田　国子
（朴山・板橋・長野）

くに こ

※敬称略
（　）は
担当地区

令和７年度　新庄金山道路 5.8㎞　開通予定！

新庄金山道路　延長 5.8㎞新庄金山道路　延長 5.8㎞

（仮）昭和IC

（仮）金山南IC

トンネル橋梁
（県道）

橋梁
（県道）

橋梁
（金山川）

橋梁
（上台川）

新 庄 市

金 山 町

34413

13
13

至湯沢市

（仮）金山北IC

金山道路　延長 3.5㎞金山道路　延長 3.5㎞
（仮）金山IC

トンネル

橋梁（県道）

▲新庄金山道路
　　撮影方向：（仮）昭和ICから金山町方面を望む

▲出典：東北地方整備局山形河川国道事務所ホームページ
　　　http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/road/roadmap/#03



広報かねやま　2020.5 ⑧広報かねやま　2020.5⑨

町政ＮＥＷＳ

　
今
年
度
、
町
の
各
学
校
に
赴
任

さ
れ
た
教
職
員
の
方
々
を
紹
介
し

ま
す
（
敬
称
略
）。

【
金
山
小
学
校
】武
田
久
昭（
校
長
）

佐
藤
利
美
子
（
教
諭
）
海
藤
富
美

（
教
諭
）
庄
司
さ
く
ら
（
教
諭
）

伊
藤
久
美
子
（
事
務
総
括
）
阿
部

修
一（
非
常
勤
講
師
）齊
藤
勉（
特

別
支
援
教
育
支
援
員
）

【
明
安
小
学
校
】
石
川
周
（
校
長
）

遠
藤
秀
彦（
教
頭
）
有
江
慎
（
教

諭
）
佐
藤
奈
緒
子
（
講
師
）

【
有
屋
小
学
校
】阿
部
美
穂（
教
頭
）

永
澤
恵
生（
教
諭
）星
川
陽
子（
養

護
教
諭
）

【
金
山
中
学
校
】髙
橋
晋
也（
校
長
）

荒
川
則
明（
教
諭
）八
鍬
圭
一（
教

諭
）
正
野
翔
也
（
教
諭
）
斉
藤
裕

美
子（
事
務
主
査
）
佐
藤
清
（
講

師
）
井
上
航
汰
（
講
師
）
大
類
美

代
子（
非
常
勤
講
師
）沼
澤
稔（
非

常
勤
講
師
）

【
新
庄
南
高
等
学
校
金
山
校
】
碇

屋
稜
史（
教
諭
）
星
川
隆
（
事
務

長
）
大
場
方
大
（
主
事
）
星
洋
一

郎
（
常
勤
講
師
）

体
制
ス
タ
ー
ト
！

27
名
の
教
職
員
の
皆
さ
ん
が
町
内
各
校
に
転
入

新
　
有
限
会
社
星
川
建
装
の
代

表
取
締
役
で
あ
る
星
川
昭
男

さ
ん（
十
日
町
）か
ら
町
へ
10
万

円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
附
金
は
、
４
月
１
日
に

来
庁
さ
れ
た
ご
本
人
か
ら
鈴

木
町
長
へ
手
渡
し
。
星
川
さ
ん

か
ら
は
平
成
５
年
以
降
毎
年
、

累
計
で
２
８
０
万
円
の
ご
寄
附

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
笹
原
キ
エ
さ
ん（
谷
口
）が

４
月
22
日
に
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
、会
田
副
町

長
か
ら
ご
本
人
へ
賀
詞
や
お
祝

い
金
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
キ
エ
さ
ん
は
大
正
９
年
生

ま
れ
。
元
気
の
源
は
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
食
生
活
。
お
風

　
星
川
さ
ん
の
「
育
英
資
金

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
の
思

い
か
ら
、
寄
附
金
は
金
山
町

育
英
会
奨
学
金
の
財
源
と
し

て
充
当
。
令
和
２
年
４
月
現

在
、
町
出
身
の
56
名
の
方
々
が

当
奨
学
金
を
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
寄
附
金
も
町
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
大
切
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

呂
に
入
る
こ
と
も
大
好
き
だ

そ
う
で
す
。
当
日
は
お
孫
さ

ん
か
ら
胡
蝶
蘭
の
贈
り
物
が

届
き
、
涙
す
る
場
面
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
３
月
30
日
、
町
体
育
協
会
表

彰
、
４
月
10
日
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
対
策
と
し
て
表
彰
式
を
行

わ
ず
、
受
賞
者
の
自
宅
を
訪
問
し

須
藤
教
育
長
か
ら
表
彰
状
と
副
賞

を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
今

後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

【
金
山
町
体
育
協
会
受
賞
者
】敬

称
略

◆
特
別
功
労
賞　
大
場
正
浩

（
新
庄
南
高
等
学
校
金
山
校
）

◆
特
別
殊
勲
賞　
髙
橋
佳
奈
子

（
新
庄
南
高
等
学
校
金
山
校
）

◆
殊
勲
賞　
矢
作
た
つ
子
（
金
山

町
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

協
会
）

笹
原
拓
史
（
Ｂ・Ｋ
）

須
賀
愛
依
（
新
庄
北
高
等
学
校
）

丹
美
空
（
新
庄
北
高
等
学
校
）

岸
益
幹
（
新
庄
北
高
等
学
校
）

【
金
山
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
受
賞
者
】

敬
称
略

◆
功
労
賞　
梅
津
賢
治
（
金
山
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
）

◆
殊
勲
賞
（
団
体
）
金
山
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
梅
津
流
唯
、
髙
橋
灯

里
、
松
田
結
衣
、
和
田
俊
）

◆
殊
勲
賞（
個
人
）佐
藤
妃
菜（
明

安
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
梅

津
流
唯（
金
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

笹
原
拓
巳
（
金
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
）
髙
橋
灯
里
（
金
山
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
）
鈴
木
暖
生
（
有
屋
ス
キ

ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

原
キ
エ
さ
ん
に
町
か
ら
長
寿
祝
金
を
贈
呈

ご
家
族
に
囲
ま
れ
て
１
０
０
歳
祝
う

笹

ど
も
た
ち
の
た
め
に
育
英
資
金
へ
10
万
円

星
川
昭
男
さ
ん
が
町
へ
寄
附

子

育
協
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
合
同
表
彰

令
和
元
年
度
に
活
躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
表
彰

体

　
３
月
24
日
、
金
山
町
が
申
し

出
て
い
た
「
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
日
本
」
へ
の
参
加
が
承
認
さ

れ
、
街
並
み
景
観
づ
く
り
を
柱
と

し
た
町
づ
く
り
を
よ
り
発
展
的
に

継
承
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
ほ
か
の
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
更
な
る
深
化

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
へ
参
加

地
方
再
生
・
創
生
の
鍵
が
こ
こ
に

創
　
４
月
２
日
、
町
消
防
団
の
辞
令

交
付
式
が
執
り
行
わ
れ
、
柴
田
純

一
団
長
か
ら
13
名
の
新
入
団
員
に

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
星
川

滉
大
さ
ん
（
松
ノ
木
）
は
「
規
則

や
命
令
を
遵
守
し
、
良
心
に
従
っ

て
忠
実
に
消
防
の
職
務
を
遂
行
す

る
」
と
新
入
団
員
を
代
表
し
て
宣

誓
。
今
年
の
春
季
消
防
演
習
は
中

止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
三
上
勝
浩
さ
ん
の
退
任
を
受

け
、
令
和
２
年
４
月
１
日
付
で
柴

田
清
広
さ
ん
（
入
有
屋
）
が
町
有

林
監
視
人
に
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
有
林
を
常
に
良
好
な
状
態
で

管
理
す
る
た
め
担
当
区
域
の
監
視

を
行
い
ま
す
。
柴
田
さ
ん
の
担
当

は
杉
沢
山
と
清
水
山
。
山
林
火
災

防
止
及
び
自
然
愛
護
等
の
普
及
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鋭
13
名
が
入
団

地
域
防
災
の
要
と
し
て
期
待
大
！

精

有
林
監
視
人
に

柴
田
清
広
さ
ん
が
新
任

町

ご
自
宅
で
誕
生
日
を
迎
え
た
キ
エ
さ
ん

20
年
以
上
に
わ
た
り
毎
年
町
に
ご
寄
附
く

だ
さ
っ
て
い
る
星
川
さ
ん

殊
勲
賞
の
笹
原
さ
ん

規
律
正
し
く
辞
令
を
受
け
取
っ
た

新
入
団
員
の
皆
さ
ん

こ
う
だ
い

い
ち

じ
ゅ
ん

あ
き
お

あ
き

お

金山小 校長
武田久昭

明安小 校長
石川周

金山中 校長
髙橋晋也

学校名

金山小

明安小

有屋小

金山中

165名

27名

25名

149名

20名

11名

９名

30名

児童・生徒数 職員数

児童・生徒数（令和２年４月１日現在）

※職員数には町職員を含む

「
山
の
幸 
自
然
の
中
に
新
芽
が
出 

金
山
山
菜 

長
生
き
カ
ロ
リ
ー
」

歌
・
笹
原
清
子　

か
つ
ひ
ろ

き
よ
ひ
ろ

　
日
本
に
は
、
優
れ
た
文
化
や
芸

術
が
数
多
く
存
在
す
る一方
で
、

そ
の
価
値
が
十
分
に
認
識
さ
れ
ず

日
の
目
を
見
な
い
ケ
ー
も
多
数
存

在
し
ま
す
。世
に
埋
も
れ
て
い
る
優

れ
た
文
化
や
芸
術
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
を
当
て
、
応
援
し
育
て
て
い

く
こ
と
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
な

目
的
で
す
。ま
た
文
化
芸
術
同
士

が
繋
が
る
こ
と
で
更
な
る
展
開
が

促
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
創
造
都
市
」
は
地
方
再
生
・
創

生
の
鍵
と
な
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

▽
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本

創
造
都
市
の
取
組
み
を
推
進

す
る
地
方
自
治
体
の
多
様
な

主
体
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

国
内
外
の
創
造
都
市
間
の
連

携
・
交
流
を
促
進
す
る
た
め

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。

け
ん
じ

る

い

あ
か

り

ゆ

い

し
ゅ
んひ

な

る

いた
く
み

あ
か
り

る

い

ま
さ
ひ
ろ

か

な

こ

こ

た
く
ふ
み

あ

い

み

く

み
つ
き

き
よ
ひ
ろ



まちの
わだい

身近なわだい、お寄せください。　
総務課 広報情報係　☎５２－２１１１（内線２２５）

　読み聞かせサークルきつねのボタン（半田貴美子代
表）が町内小学校に手作りマスクを贈呈しました。サ
イズはSS、Ｓ、Ｍ、Ｌの４種類でひとり２枚ずつ計460
枚をサークルのメンバー６名で３週間程かけて作製し
ました。小学生に元気に過ごしてほしいと願いの込め
られたマスクは、きっとみんなの健康を守ってくれる
ことでしょう。

　３月24日、町内のゴミを収集、運搬する新しいパ
ッカー車がお披露目されました。町の一般廃棄物委託
業者である㈲今井清掃が町の補助制度を活用し購入し
たものです。従来のパッカー車より積載量が多く効率
的なゴミ収集が期待できます。今井代表取締役は「新
しいパッカー車でゴミを収集しながら廃棄物の適正処
理に努めていきたい」と抱負を語りました。

▲クリーンエネルギーで積載量が多くなったパッカー車

▼マスクを着用して元気に登校する小学生

▲玄関先では到来を告げるフレーズが大きく唱えられた

▲町職員による鯉の放流

きつねのボタン手作りマスク
愛情こめて町内小学生へ

新しいゴミ収集車をお披露目
安全祈願を行いました

　新型コロナウイルスの影響で咲き場所に困った花を
ぜひ飾っていただければと㈲熊谷園芸さんより贈呈い
ただきました。
　山形県は花きの生産額が東北で第１位の産地ですが
催事などが中止となり花の消費が落ち込んでいます。
身近な方に花を送ったり、ご自宅に花を飾るなどして
みてはいかがでしょうか。

▲いろとりどりの薔薇をいただきました

花を飾ろう！花を贈ろう！
季節のお花で暮らしに彩りを

金山中学校入学式
　　　　　新入生51名が新たなスタート

　３月27日、栄運輸㈱の社員が下野明地区の県道沿
い約２㎞の区間でゴミ拾いボランティアを行いまし
た。14年前から雪どけ期に行っている活動。阿部代
表取締役は「年々ゴミが減ってきている。ドライバー
のマナーも向上し地区の環境美化になればよい」と活
動の成果を振り返りました。この日は一時間かけて軽
トラックの荷台半分程のゴミが収集されました。

▼空き缶やペットボトルなど様々なゴミが落ちていた ▼新入生を代表して、誓いの言葉を述べる小沼さん

栄運輸㈱社員がゴミ拾いボランティア
　　　　　ドライバーのマナーアップに

金山春の風物詩　大堰鯉の放流

広報かねやま　2020.5 ⑩広報かねやま　2020.5⑪

伝統の「山の神勧進」
春一番に山の神様をお迎え

　４月２日、町に古くから伝わる「山の神勧進」が町
内各地区で行われました。山崎地区では男子12名が
参加。ご神体を分担して運びながら地区内の家を訪ね
歩きました。大将の鈴木望夢くんは「初めての大将で、
ご神体は重くて大変だけど、たくさんの家をまわって
達成感がある。雨の中だけど頑張りたい。」と話して
いました。

の ぞ む

き　み　こ

　４月24日、金山中学校の入学式が挙行され、真新
しい制服に身を包んだ新入生51名が新たなスタート
を切りました。新入生代表の小沼らむさん（柳原）が「部
活動など新しいことに挑戦して最後までしっかりやり
遂げる力を身に付けていきたい」と誓いの言葉を述べ
ました。髙橋晋也校長は「中学校では自分自身で判断
し、行動する力をつけ何事にも全力で挑戦してほしい」
と優しく激励しました。

し ん や

　４月24日、大堰・大堰公園で「鯉の放流」を行い
ました。今年は新型コロナウイルスの影響で、認定こ
ども園めごたまの園児たちと一緒の放流はありません
でしたが、町職員でおよそ130匹の鯉を放流しました。
放流された鯉は、11月までの７ヵ月間、大堰・大堰
公園で過ごします。元気にそして優雅に泳ぐ姿で、訪
れる方々を癒してくれることでしょう。

布製マスクの寄附をいただきました

　新庄市のスポーツウェア製造業㈲イーユー（斎藤芳
美社長：荒屋在住）より子ども用布製マスク550枚の
寄附をいただきました。寄附をいただいたマスクは、
認定こども園園児、町内小中学生に配布させていただ
きます。ありがとうございました。

よし

み
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最上広域
市町村圏事務組合
2020年度当初予算

最上８市町村で構成される最上広域市町村
圏事務組合。広域交流センター「ゆめりあ」
やエコプラザもがみの管理運営、消防業務
などを行う当組合の2020年度の当初予算
を紹介します。

問 最上広域市町村圏事務組合
　 ☎0233－22－2674

2020年度一般会計

28.3 億円
（前年度比1,600万減）

　
令
和
２
年
度
当
初
予
算
は
、

一
般
会
計
で
28
億
３
，
４
０
０

万
円
、
沖
縄
中
部
広
域
市
町
村

圏
の
児
童
と
の
交
流
な
ど
を
行

う
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業

特
別
会
計
で
１
，
１
１
８
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
令
和
元
年
度

当
初
予
算
と
比
べ
、
排
水
ポ
ン

プ
車
や
ゆ
め
り
あ
建
設
時
の
地

方
債
の
償
還
が
終
了
し
た
こ
と

に
伴
い
、
総
額
で
１
，
６
０
０

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
今
年
度
は
、
昭
和
45
年

に
設
立
さ
れ
た
最
上
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
が
、
令
和
2
年

度
で
50
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら

記
念
パ
ネ
ル
展
、
記
念
式
典
を

実
施
す
る
50
周
年
事
業
（
60
万

円
）
や
ゆ
め
り
あ
開
館
20
周
年

記
念
事
業
（
54
万
円
）
ゆ
め
り

あ
内
分
煙
ブ
ー
ス
設
置
事
業

（
７
９
５
万
円
）
を
実
施
す
る

ほ
か
、
衛
生
費
関
係
で
は
エ
コ

プ
ラ
ザ
も
が
み
包
括
運
転
管
理

事
業（
２
億
１
，２
２
８
万
円
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

事
業
特
別
会
計
で
は
、
外
国
人

誘
客
施
設
整
備
事
業
へ
の
補
助

金
の
部
分
で
実
績
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
、
減
額
し
た
こ
と
に
よ

り
、
総
額
で
２
２
０
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳入歳出

分担金
26億6,011万円

衛生費
12億5,099万円

消防費
11億262万円

公債費
１億7,957万円 総務費

２億4,844万円

議会費・予備費
401万円

国庫支出金　59万円
財産収入　4万円
諸収入　1,868万円

教育費
4,837万円

使用料及び手数料
１億4,294万円

繰入金　864万円

繰越金　300万円

今年度32年目を迎えた少年少女沖縄
派遣交流事業では、沖縄中部広域圏の
児童らとの相互で交流。当町において
は、グリーンバレー神室でスキー体験
が恒例となっています。

学校教育の質向上のため、教育研究セ
ンター算数・数学スーパーバイザー（指
導主幹）配置事業を実施。管内の小・
中学校の教職員を対象に学校訪問指導
授業を行っています。

消防本部・消防署では、消防ポンプ自
動車や水槽付消防車、先端屈折式はし
ご付消防自動車などの消防車両のほ
か、高規格救急車等を配備。迅速な出
動を可能にしています。

●一般会計の主要事業
【総務費】
最上広域市町村圏事務組合設立50周年記念事業
 60万円
■ゆめりあ
開館20周年記念事業 54万円
カーテン設置事業 517万円
分煙ブース設置事業 795万円

【衛生費】
へい獣保冷庫収集運搬・処理事業 968万円
■エコプラザもがみ
包括運転管理事業 ２億1,228万円
プラント設備点検整備事業 ３億9,138万円
循環型社会形成推進地域化計画・事後評価策定事業
 547万円
■リサイクルプラザもがみ
浸出水処理施設水槽防食塗装事業 2,343万円
【消防費】
NET119サービス整備事業 82万円
署活系携帯無線機整備事業 74万円
消防施設整備事業 8,853万円

【教育費】
算数・数学スーパーバイザー（指導主幹）配置事業
 1,166万円
【公債費】 １億7,957万円

●特別会計の主要事業
少年少女沖縄派遣交流事業 570万円
もがみ大産業まつり開催事業 188万円
外国人誘客施設整備事業利子及び保証料補給事業
 125万円

●一般会計歳入総額（万円）

▲516
▲715
+199
▲743
+1
±0

▲220
±0

▲122
▲1,600

266,011
256,885
9,126
14,294

59
4

864
300
1,868

283,400

分担金
 　市町村分担金
 　交付税分担金
使用料及び手数料
国庫支出金
財産収入
繰入金
繰越金
諸収入他

合　　計

項　　　目 2020年度 対前年度

●一般会計歳出総額（万円）

▲6
▲1,298

±0
+4,020
▲1,073
+224

▲3,467
±0

▲1,600

101
24,844

4
125,099
110,262
4,837

　17,957
300

283,400

議会費
総務費
 　基金積立金
衛生費
消防費
教育費
公債費
予備費

合　　計

項　　　目 2020年度 対前年度

●市町村分担金の内訳（万円）

市町村名

2020年度

構成比(%)

対前年度

新庄市

110,624

43.1

▲933

金山町

21,404

8.3

+149

最上町

31,442

12.2

+250

舟形町

18,010

7.0

+146

大蔵村

12,723

5.0

▲54

真室川町

29,419

11.5

+126

鮭川村

15,168

5.9

▲103

戸沢村

18,095

7.0

▲296

合　計

256,885

100.0

▲715



　
今
年
度
よ
り
町
立
金
山
診
療
所
に
着
任

し
ま
し
た
手
塚
裕
之
と
申
し
ま
す
。
内
科

は
も
ち
ろ
ん
、
総
合
診
療
医
と
し
て
日
々

の
診
療
、
訪
問
診
察
、
検
診
な
ど
を
町
民

の
皆
様
の
健
康
を
守
る
べ
く
日
々
精
進
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
世
間
を
騒
が
せ
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
（C

O
V
ID

–
19
）
が
3
月
31

日
、
山
形
県
内
初
の
感
染
確
認
を
皮
切
り

に
相
次
い
で
県
内
で
の
感
染
者
が
報
告
さ

れ
、
当
診
療
所
で
も
対
策
を
強
化
し
て
お

り
ま
す
。
全
て
の
方
に
対
し
て
ウ
イ
ル
ス

に
接
触
す
る
可
能
性
を
下
げ
る
べ
く
「
3

密
」
を
避
け
る
対
策
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
い
つ
も
の
診
療
と
異
な
る
点
も
多
々

あ
り
戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、町
民
の
皆
様
の
健
康
を
守
る
べ
く
、

最
善
と
考
え
ら
れ
る
感
染
対
策
を
行
っ
て

い
き
ま
す
の
で
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は

日
々
情
報
が
更
新
さ
れ
て
お
り
、
１
週
間

前
の
情
報
と
現
在
の
情
報
で
内
容
が
違
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
時
点
で
有

効
と
考
え
ら
れ
て
い
る
感
染
症
対
策
を
今

回
の
ほ
っ
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路

は
①
飛
沫
感
染
（
２
メ
ー
ト
ル
以
内
の

対
面
・
マ
ス
ク
な
し
の
会
話
で
起
こ
る
感

染
）②
接
触
感
染
（
飛
沫
や
唾
液
が
つ
い

た
手
や
物
を
触
る
と
起
こ
る
感
染
）
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
経
路
と
同
じ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
①
手
洗

い
②
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
一
人
ひ
と
り
実
践

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
診
療

所
内
に
も
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
配
置
し

て
い
ま
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
の
消
毒
と

同
じ
よ
う
に
、
石
鹸
や
水
で
洗
い
流
す
こ

と
は
大
切
で
す
。
外
出
先
か
ら
の
帰
宅

時
、
調
理
の
前
後
、
食
事
前
な
ど
１
日

の
中
で
こ
ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
き
ち
ん
と
水
を
拭
き
取
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
は
咳
や
く
し
ゃ

み
の
飛
沫
（
と
び
ち
り
）
に
よ
り
周
り
の

人
に
感
染
さ
せ
な
い
た
め
の
考
え
方
・
行

動
で
す
。
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
方
は
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
ほ
か
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や

ハ
ン
カ
チ
、
上
着
の
内
側
や
袖
で
口
や
鼻

を
覆
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
マ
ス

ク
不
足
が
叫
ば
れ
マ
ス
ク
を
自
作
さ
れ
る

方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
購
入
・
自

作
を
問
わ
ず
マ
ス
ク
の
目
的
は
「
マ
ス
ク

を
す
る
こ
と
」
で
は
な
く
、「
口
を
し
っ

か
り
塞
ぐ
こ
と
で
飛
沫
を
防
ぐ
こ
と
」
で

す
。
そ
の
た
め
口
と
鼻
を
し
っ
か
り
覆
う

こ
と
が
で
き
、
で
き
る
だ
け
肌
に
密
着
で

き
る
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
マ
ス

ク
を
外
す
際
も
マ
ス
ク
の
外
側
は
汚
れ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
触
ら
な
い
、
触
っ
て

し
ま
っ
た
ら
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
マ

ス
ク
の
予
防
効
果
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明

な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
咳
や
く
し
ゃ
み

が
出
る
人
が
つ
け
る
こ
と
で
周
り
に
感
染

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
効
果
は
あ
る
と
分

か
っ
て
い
る
た
め
、
症
状
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
だ

先
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
で
す
が
、
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

を
実
践
し
な
が
ら
一
緒
に
立
ち
向
か
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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町立金山診療所だより

っとクリニック vol.135ほ

新型コロナウイルスについて

町立金山診療所からのお知らせ 【お問い合わせ】
 町立金山診療所　☎52－2915

手塚　裕之　医師
てづか ひろゆき

ひ
ろ
ゆ
き

　
令
和
2
年
4
月
末
を
も
っ
て
、
転
任

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
諸
般
の
事

情
が
重
な
り
、
13
か
月
と
い
う
切
れ
の
悪

い
時
期
の
異
動
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
日
々
通
院
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

患
者
さ
ん
は
じ
め
町
全
体
に
ご
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
、
複
雑
な
思
い
で

す
。
特
に
、
診
療
所
の
無
床
化
、
常
勤

医
師
数
の
減
少
、
地
域
の
高
齢
化
な
ど
、

多
く
の
問
題
を
抱
え
た
状
態
で
、
金
山

町
を
後
に
す
る
こ
と
は
心
苦
し
い
部
分

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
１
年
患
者
さ
ん
の
健
康
増
進
の

た
め
、
日
常
診
療
で
は
定
期
的
な
検
査

の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
重
点
を
置
い
て
診
療
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。①
心
疾
患
を
お
持
ち
の
方
に
対
す

る
心
エ
コ
ー
検
査
②
骨
粗
鬆
症
の
方
へ
の

骨
密
度
検
査
に
は
特
に
力
を
注
ぎ
結
果
的

に
多
く
の
方
の
治
療
の
必
要
性
に
つ
い

て
再
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
県
立
新
庄
病
院
の
医

師
と
の
連
携
に
難
が
あ
り
、
互
い
に
対
応

に
苦
慮
し
て
い
た
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
の
医
療
機
関
に
関
し
て
も
同
様

で
、
患
者
さ
ん
自
身
が
個
別
に
受
診
す
る

こ
と
で
、他
院
で
の
経
過
が
わ
か
ら
な
い
、

な
ぜ
他
院
を
受
診
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
頻
繁
に
み
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
私
自
身
県
立
新
庄
病
院
に
非

常
勤
医
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
縁
も
あ

り
、
各
科
の
先
生
に
個
人
的
に
相
談
や
協

力
依
頼
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
結
果
的

に
、
入
院
・
外
来
と
も
患
者
の
行
き
来

が
以
前
に
比
べ
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
県
立
新
庄
病
院
だ
け
で
な

く
、
最
上
地
域
内
外
の
様
々
な
医
療
機
関

と
よ
り
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
医
師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
横

の
繋
が
り
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
。　

　
苦
節
の
絶
え
な
い
１
年
で
し
た
が
い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
成
長
に

繋
が
る
大
事
な
期
間
と
な
り
ま
し
た
。
お

世
話
に
な
っ
た
皆
様
方
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

須田　拓郎　医師
す　だ たくろう

手塚先生ご経歴

2012年３月

2012年４月～2014年３月　

2014年４月～2017年３月　

2017年４月～2020年３月

自治医科大学卒業

独立行政法人日本海総合病院
初期研修

酒田市立八幡病院

山形県立こころの医療センター

「
退
任
に
あ
た
っ
て
」

時間帯

午前

午後

種目

内科

外科
小児科
疼痛
内科
外科
小児科
疼痛

夕　診

月

手塚医師

東郷医師
手塚医師

東郷医師

火

第１、第３
手塚医師

藤山医師

手塚医師

藤山医師

水

手塚医師

第１～第４
手塚医師

木

今井医師
藤山医師

藤山医師

金

手塚医師

～５月から診療体制が変わります～

４月末をもって須田医師が退任され、４月１日付けで新たに手塚医師が着任されました。
これからも皆様に信頼される診療所であるために、安心・安全な医療の提供に努めます。

ようた

５月から県立新庄病院より毎週木曜日（午前）に今井洋汰先生を派遣いただくことになりました。
今後とも診療所に対する一層のご理解とご協力をお願いいたします。

●受付時間　【午前】８時30分～11時30分　【午後】13時30分～16時　【夕診】17時～19時
土・日・祝日は休診となりますが、山形大学医学部附属病院の応援医師による急患の受付（８時30分～
16時）を行っております。医師不在の時間もございますので、あらかじめ電話でご確認にうえ来所くだ
さいますようお願いいたします。
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お知らせ掲示板

調
理
師
試
験
の
実
施

▼
対
象　
中
学
校
卒
業
以
上
で
、
指
定
の
施
設
で

２
年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
者

▼
申
込　
６
月
12
日
（
金
）〜
26
日
（
金
）

願
書
は
最
上
総
合
支
庁
保
健
福
祉
環

境
部
生
活
衛
生
課
で
配
布
。

▼
試
験　
10
月
10
日
（
土
）

問　
県
食
品
安
全
衛
生
課
食
品
衛
生
企
画
担
当

　
　
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
６
２
１

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
実
施

▼
区
分　
甲
種
・
乙
種
（
全
類
）・
丙
種

▼
申
込　
６
月
５
日
（
金
）〜
15
日
（
月
）

▼
試
験　
７
月
25
日
（
土
）

問　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー　
山
形
支
部

　
　
☎
０
２
３

－

６
３
１

－

０
７
６
１

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の

免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の
義
務
と
し
て
、

消
防
法
令
で
は
、
免
状
交
付
の
日
か
ら
10
年
以

内
ご
と
に
写
真
の
書
換
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
規
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
免
状
の
写
真

下
欄
記
載
の
期
限
を
確
認
の
う
え
、
速
や
か
に

手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

　
　
☎
０
２
３

－

６
３
１

－

０
７
６
１

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
結
婚
相
談
所

▼
日
時　
５
月
17
日
（
日
）
13
時
〜
16
時

　
　
　
　
６
月
14
日
（
日
）
13
時
〜
16
時

▼
場
所　
山
形
県
職
員
会
館 

あ
こ
や
会
館

▼
対
象　
結
婚
を
希
望
す
る
方
（
定
員
10
名
）

▼
内
容　
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」
に
よ
る

個
別
相
談
会

▼
申
込　
各
回
の
開
催
日
2
日
前
ま
で

問　
や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
２
３

－

６
１
５

－

８
７
５
５

自
動
車
税
を
納
税
し
ま
し
ょ
う

自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
６
月
１
日
で
す
。
お

近
く
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
最
上
総
合
支
庁

税
務
担
当
課
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆

さ
ん
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問　
最
上
総
合
支
庁 

税
務
課

　
　
☎
29

－

１
２
２
９

大
沼
の
商
品
券
を
お
持
ち
の
皆
様
へ

㈱
大
沼
の
商
品
券
の
還
付
申
出
手
続
き
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
東
北
財
務
局
の
Ｈ
Ｐ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
期
限　
６
月
12
日
（
金
）

問　
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課

　
　
☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
１
７
８

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
で
お
悩
み
の

方
の
借
金
と
心
の
無
料
相
談
会

▼
日
時　
５
月
18
日
（
月
）〜
20
日
（
水
）

　
　
　
　
８
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
会
場　
山
形
財
務
事
務
所

問　
山
形
財
務
事
務
所　
理
財
課

　
　
☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
２
０
１

税
務
職
員
採
用
試
験（
高
卒
者
試
験
）

の
実
施

▼
対
象　
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
校

卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
、
令
和
３
年
３
月
ま
で
に
高
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

▼
申
込　
６
月
22
日
（
月
）〜
７
月
１
日
（
水
）

▼
試
験　
９
月
６
日
（
日
）

問　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
　
☎
０
２
２

－

２
６
３

－

１
１
１
１

国
家
公
務
員
試
験（
高
卒
者
試
験
）

の
実
施

▼
対
象　
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
校

卒
業
後
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
、
令
和
３
年
３
月
ま
で
に
高
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

▼
申
込　
６
月
22
日
（
月
）〜
７
月
１
日
（
水
）

▼
試
験　
９
月
６
日
（
日
）

問　
人
事
院
東
北
事
務
局

　
　
☎
０
２
２

－

２
２
１

－
２
０
２
２

　
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
技
術
研
修
を
実
施

▼
内
容　
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
技
術
の
向
上
を
図

り
、
農
耕
用
の
大
型
特
殊
・
け
ん
引

の
運
転
免
許
の
取
得
を
支
援
し
ま
す
。

▼
期
間　
６
月
８
日
（
月
）〜
17
日
（
水
）

▼
要
件　
65
歳
以
下
の
農
業
者
で
普
通
自
動
車

免
許
所
持
者

▼
経
費　
５
，６
５
０
円（
受
講
料
・
受
験
料
・

免
許
交
付
手
数
料
）

▼
人
数　
大
型
特
殊
14
人
、
け
ん
引
14
人

▼
申
込　
５
月
22
日
（
金
）

問　
山
形
県
立
農
林
大
学
校
研
修
部

　
　
☎
22

－

８
７
９
４

女
性
の
た
め
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
、セ
ク
ハ
ラ
、マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
解
雇
、
賃
金
カ
ッ
ト
、
休
暇

な
ど
労
働
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時　
６
月
15
日
（
月
）
16
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
〜
19
時

☎
０
１
２
０

－
１
５
４

－

０
５
２

金
山
町
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定

金
山
町
に
お
け
る
男
女
参
画
社
会
の
推
進
と
男

女
と
も
に
家
庭
・
地
域
・
職
場
で
の
役
割
を
円

滑
に
果
た
し
思
い
や
り
を
持
っ
て
支
え
合
う
町

づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

今月の納期
◆軽自動車税（種別割）
◆固定資産税　第１期

６月１日（月）まで
忘れずに納税しましょう

　運動不足になったり、誰にも会わず気持ちが落ち込んだりする方
も多いのでは？動かないこと（＝生活不活発）は、体や脳の働きを
低下させ虚弱（＝フレイル）状態を招きます。家でもできる運動を
毎日続け、コロナに負けない生活を心がけましょう。
　感染予防のため、町で行っている介護予防運動の教室や交流の場
は、現在中止となっています。

●お家のブロック塀は安全ですか？
ブロック塀等の倒壊による人身事故や避難経路の安
全確保を促進するため、安全基準を満たさないブ
ロック塀の除却を行う費用の一部を補助します。

●対象
次のすべての要件を満たすブロック塀、石積塀、
レンガ塀等
①金山町内の災害時避難路（国道、県道、町道、
　通学路等）に面しているもの
②道路面からの高さが100㎝以上のもの（基礎、
擁壁等の高さを含む）
③塀自体の高さが60㎝以上のもの
④鉄筋、控壁、基礎などが建築基準法上の基準を
満たしていないもの

●補助経費　　調査の結果、危険ブロック塀等であると判定されたブロック塀等の除却工事・廃棄
物処理に要する費用（ただし金山町内の業者へ依頼する除却工事に限る）

●補 助 率　　上記費用の２／３を補助。補助限度額は12万円又は撤去するブロック塀等の長さ
１m当り２万円のいずれか少額である方

いつまでも

住み慣れた金山で

――  Forever in My Town！ ――

―――  Enjoy My Life！ ―――
Part.12

【やってみよう！】
床につかない程度で1分間足をあげる。
左右1分間ずつ、1日3回！ 元気に過ごすためのポイント

１：座っている時間を減らしましょう。
　　テレビのCM中に足踏みを！
２：筋肉を維持しましょう。ラジオ体操がオススメ！
３：天気がいい日は散歩をしましょう。
　　草木の手入れや畑仕事もいいですね！
運動以外にも！
【一日３食】食事はしっかり嚙んで食べましょう。
【口腔ケア】食後、寝る前のお口のケアを忘れずに。
【会話】電話を活用し会話を増やし楽しく過ごしましょう。

金山町危険ブロック塀等除却費用補助金について
～危険なブロック塀等の除却を支援します～

問 役場環境整備課　
建設係　☎52－2111（内線275）

③塀自体の高さが
　60㎝以上

②道路面からの高さが
　100㎝以上

①道路に面している



「図書室だより」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00

もしオレがおおきくなっちゃったらこの本に入りきる

と思う？無理でしょ？（カエル）―オレ、おおきくな

るのやめることにしたと言ったらおとうさんガエルは

びっくりした。アリはちいさいままだけどアリにはな

りたくない。足が長いお父さんがオレを抱っこしてあ

っちにもこっちにも行ってくれればいい。アカメアマ

ガエルたちと遊べなくてもいい。手が届かないとこに

あるおいしいものは、大きな友達のゾウくんにとって

もらえばいい。友達のブタくんにもおおきくなるのや

めたと言ったら、ブタくんは何と言ったのでしょう？

むかしむかしあるところに死体がありました。（青

柳碧人）／熱源（川越宗一）／夏物語（川上未映子）

／店長がバカすぎて（早見和真）／ Medium霊媒

探偵城塚翡翠（相沢沙呼）／トライメライ（村山早紀）

／夢見る帝国図書館（中島京子）／線は、僕を描く（砥

上裕將）／人は話し方が９割（永松茂久）／マンガ

で覚えるカタカナ語（齋藤孝）※（　　）内作者名

＼今月は10冊！／５
月

新
刊
本

『
む
か
し
む
か
し
あ
る
と
こ
ろ

に
、
死
体
が
あ
り
ま
し
た
』

（
青
柳
碧
人
／
双
葉
社
）

昔
ば
な
し
が
ま
さ
か
の
ミ
ス
テ
リ

ー
に
！
お
姫
様
を
鬼
か
ら
守
っ
た

一
寸
法
師
。
打
ち
出
の
小
槌
で
大

き
く
な
っ
た
彼
は
、
あ
る
計
画
を

心
に
秘
め
て
お
り
ま
し
た
…
（
一

寸
法
師
の
不
在
証
明
）。
亀
を
助

け
た
浦
島
太
郎
は
連
れ
て
い
か
れ

た
竜
宮
城
で
飲
め
や
歌
え
や
の
大

宴
会
。
そ
ん
な
中
、
伊
勢
海
老
の

お
い
せ
が
殺
さ
れ
ま
し
た
…
（
密

室
竜
宮
城
）。

『
真
室
川
の
番
楽
』

（
真
室
川
町
伝
承
文
化
を
伝
え
る
会

／
著
作
・
発
行
）

秋
田
県
と
山
形
県
北
部
に
伝
わ
る

「
番
楽
」。
真
室
川
町
で
は
平
枝
地

区
、
釡
渕
地
区
、
八
敷
代
地
区
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
新
庄
市

の
写
真
家
松
田
高
明
氏
が
撮
り
た

め
て
き
た
約
１
０
，
０
０
０
枚
の

中
か
ら
厳
選
し
た
写
真
を
掲
載
。

番
楽
を
舞
い
躍
動
す
る
舞
手
の
息

遣
い
や
力
強
さ
、
そ
し
て
番
楽
を

受
け
継
ぐ
人
た
ち
の
歴
史
な
ど
が

詰
ま
っ
た
写
真
集
で
す
。

「森の子ども図書コーナー」
交流サロンぽすと内

№171

『オレ、おおきくなるのいや』
（デヴ・ペティ／文マイク・ボ
ルト／絵マイクロマガジン社）

広報かねやま　2020.5 ⑱広報かねやま　2020.5⑲

東京金山会通信 №13

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
い
合
わ
せ

第62回東京金山会総会中止のお知らせ

現在、世界的規模で発生している新型コロナウイルスの感染

者が首都圏で相次ぎ、今後、しばらくの間も感染拡大の傾向

が続くものと思われます。そのため、総会に出席される皆様

の健康と安全を考えて第62回東京金山会は中止することに

いたしました。残念ではありますが何卒ご理解の程よろしく

お願いします。なお、次回の総会は改めてご案内いたします。

星
川
　
き
え
子

三
峰
に
陽
を
抱
き
寄
せ
て
雨
水
な
り

悍
ま
し
き
コ
ロ
ナ
束
襲
冬
の
果

岸
　
　
あ
き
子

七
色
に
輝
き
消
え
る
シ
ャ
ボ
ン
玉

鼓
草
も
早
小
さ
き
蕾
も
ち

高
橋
　
　
洋
子

猛
威
振
る
ふ
コ
ビ
ッ
ト
十
九
春
の
風
邪

障
子
開
け
陽
射
取
り
込
む
春
の
居
間

鵜
沼
　
よ
し
子

金
縷
梅
や
胸
に
と
き
め
く
詩
心

稚
魚
泳
ぐ
池
に
春
光
煌
め
き
ぬ

阿
部
　
サ
タ
エ

介
護
士
の
八
頭
身
や
黄
水
仙

コ
ロ
ナ
て
ふ
魔
物
が
住
み
て
春
の
闇

ま
ん
さ
く

お
ぞ 金

山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
三
八
回

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
三
八
回

か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会

ぶ
ん
げ
い

東京金山会通信も早いもので１年（No.13）となりました。

これからも金山町と東京金山会との橋渡しになれる様に頑張りますのでよろしくお願いします。

㊧永山茂樹さんが新曲を発表されました。「新庄あじさい演歌」「おしんのふるさと」です。インターネットでも聞く事が出来ますの

で応援よろしくお願いします。㊨東京都中央区銀座１丁目にある おいしい山形プラザは４/11～当面の間休業しています。

【都会でがんばる金山町出身者】

都会での生活を夢見て故郷をあとに、都会

での荒波にもまれながら故郷を思い、がん

ばっている皆さんを紹介していきます。

一人目は十日町出身の丹七美さんです。

現在は東京港区で素晴らしい活躍をされて

おります。これから大好きな山形の力にな

りたいと話していました。

たん ななみ

私は、新庄北高校、宇都宮大学を卒業後、外国人ALT派遣会社の

コーディネーターとして、延べ170校以上の幼保・小・中学校の

英語教育に携わりました。現在はコーチング英会話スクールでマ

ネージャー×コンサルタントとして、起業家・経営者など、様々

な方の英語学習をサポートする傍ら「人

生構築・目標達成メンター」として事業

を行っています。「理想の人生を叶えた

い」という方に必要な在りかた・心の常

態を指導し支援しています。金山町の美

しい自然で育った田舎娘、東京で活躍を

目指し毎日楽しく奮闘中です。丹　七美さん
ななみ

早く仕事に慣れ、町民の皆様の力に
なれるよう精一杯頑張ります。

菊地　祐希
（新庄市）
総合政策課
総合政策係

ゆうき

保健師として町の皆さんの健康を守
っていけるよう精一杯頑張ります。

髙橋　佳奈
（新庄市）
健康福祉課
健康係

か　な

生まれ育った金山町に貢献できるよ
う全力で取り組んでいきます。

星川　滉大
（松ノ木）
産業課
農政・林政・農村整備係

こうだい

新規採用職員の紹介

あ
る
じ

は
や
て

荒
　
屋
　
阿
部
　
　
勝
子

春
天
や
授
か
る
生
の
有
り
難
さ

寒
つ
ば
き
日
課
の
体
操
待
つ
如
く

荒
　
屋
　
関
　
　
喜
美
子

膳
の
中
小
さ
な
春
に
舌
づ
つ
み

故
郷
の
春
を
届
け
て
無
事
祈
り

菅
　
越
　
庄
司
　
け
み
子

木
の
芽
の
香
ほ
の
と
混
じ
れ
り
雨
後
の
嵐

目
張
り
解
く
庭
木
活
き
い
き
弾
み
あ
り

七
日
町
　
青
柳
　
キ
エ
子

大
椿
南
無
も
む
数
珠
に
こ
ぼ
れ
け
り

主
な
き
家
郵
便
物
と
芽
の
牡
丹

七
日
町
　
柴
田
　
　
栖
静

心
地
よ
き
バ
ス
の
揺
れ
な
り
春
を
待
つ

触
れ
そ
う
で
永
久
に
ふ
れ
得
ず
春
満
月

羽
　
場
　
坂
本
　
徳
太
郎

湯
気
の
た
つ
畑
一
面
犬
ふ
ぐ
り

無
観
客
な
れ
ど
初
場
所
締
め
た
ゝ
く

上
　
台
　
阿
部
　
　
一
歩

終
息
の
見
え
ぬ
疫
病
四
月
馬
鹿

春
寒
し
日
本
列
島
不
況
風

七
日
町
　
村
松
　
　
枩
風

雪
間
か
な
地
場
の
産
品
ほ
こ
ら
し
げ

コ
ロ
ナ
魔
を
供
に
連
れ
去
れ
春
疾
風



　
江
戸
時
代
に
は
、
十
日
町
の
枝
郷
で
、
数
戸
の
集
落
に
過
ぎ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
金
山
川
に
橋
（
現
在
の
金
山
大

橋
）
が
掛
け
ら
れ
整
備
さ
れ
る
と
、
中
田
方
面
や
真
室
川
方
面
へ

の
交
通
の
要
衝
と
し
て
今
日
ま
で
発
展
し
て
き
た
羽
場
地
区
。

　
平
成
22
年
か
ら
、
山
形
県
緑
推
進
機
構
の
指
導
と
助
成
を
受
け

な
が
ら
地
域
の
里
山
で
あ
る
「
羽
場
公
園
地
」
に
、
桜
の
植
樹
、

散
策
道
の
設
置
を
行
い
、
以
後
も
山
の
維
持
管
理
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
地
区
民
自
ら
が
汗
を
か
く
こ
と
に
よ
り
環
境
づ
く
り
の
啓

発
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
羽
場
地
区
で
は
暮
ら
し
に
根
付
い
た
数
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
様
々
な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。「
地
区
内

花
い
っ
ぱ
い
運
動
」「
七
夕
ま
つ
り
」「
地
区
球
技
大
会
」「
収
穫

感
謝
祭
」
な
ど
ど
れ
も
み
ん
な
主
体
的
で
積
極
的
、
躍
進
的
で
あ

り
、
そ
の
力
は
地
区
を
あ
げ
て
の
年
中
行
事
で
も
発
揮
さ
れ
て
い

ま
す
。「
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
を
基
本
に
、
各
組
織
の
活
動
に
は
物
心
両
面
か
ら
の
積
極
的
な

協
力
を
行
い
、
地
区
主
体
の
行
事
と
と
も
に
、
地
区
づ
く
り
の
中

心
に
し
て
い
き
た
い
」
と
黒
沼
孝
一
区
長
は
話
し
ま
す
。
ま
た
金

山
祭
り
で
は
、
若
連
が
制
作
し
た
山
車
が
こ
こ
10
年
間
で
8
回
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
お
り
、
若
い
人
た
ち
の
活
躍
も
地
区
の
活
性

化
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
地
区
内
に
は
円
称
寺
、
戊
辰
戦
争
に
係
わ
る
仙
台
藩
士
の
墓

碑
、
三
本
松
の
戦
場
な
ど
歴
史
に
係
わ
る
遺
産
や
田
屋
の
清
水
、

一
本
桜
等
の
名
所
、
街
な
か
を
一
望
で
き
る
羽
場
公
園
地
が
あ
り

ま
す
。「
き
ご
こ
ろ
橋
で
止
ま
り
が
ち
な
観
光
ル
ー
ト
を
羽
場
地

区
ま
で
伸
ば
し
、
訪
れ
た
人
々
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
さ
ら
に
よ

り
よ
い
地
区
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
区
長
は
話
し
ま

す
。

▼
今
年
度
よ
り

広
報
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
知
り
た
い
情
報
を
正
確
に
丁

寧
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

軽
く
町
内
各
地
に
お
邪
魔
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、お
会
い

し
た
際
に
は
い
ろ
い
ろ
な
お
話

し
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
と

て
も
身
近
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

例
年
と
は
違
っ
た
春
、少
し
物
足

り
な
い
で
す
が
、我
慢
の
時
で

す
。正
し
い
手
洗
い
う
が
い
で
予

防
し
、
お
出
か
け
で
き
る
日
を

楽
し
み
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

編
集

 

後
記

いまこそ集落創生 第26回　羽場地区

㊧（上）公園地の散策道設置作業
㊧（下）各事業成功の陰の立役者の皆さん
㊨田屋の一本桜水面に映った桜も美しい

祝祭日には　　　　　　 を掲げましょう

金山町の人口は、 5,325人 （３月末現在）
男　性　2,599 人（－18）
女　性　2,726 人（－35）
世帯数　1,752 世帯

▼３月の異動
　出生 2　人
　死亡 11　人
　転入 9　人
　転出 53　人

■
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